
・物流の担い手であるトラックドライバーの働き方改革を進めるため、国土交通省では「ホワイト物流推進運動」を展開。
・そのような中、2024年度からはトラックドライバーに時間外労働の上限（休日を除く年960時間）規制も適用されることとなってお
り、物流機能の維持のためには、中継輸送の普及が急務。
・このため、令和４年３月に、関西―九州の中継地点である広島県廿日市市（宮島SA）で中継輸送の実証実験を実施。

■中継輸送拠点実証実験（宮島ＳＡ）

・令和４年３月１日～１１日に、関西地方と九州地方の中間にあたる
山陽自動車道 宮島SA（広島県廿日市市）で中継輸送の実証実験を
実施。

・参加したドライバーからは「拘束時間が減少される」「日帰り可能の
ため、車中泊の負担が軽減される」等の声が寄せられた。

・拘束時間が短くなり仕事が楽になる

・毎日自宅に帰りたい人によい ・慣れた道路のため安全性向上

・導入を待ってます ・とても良かったです

＜満足度＞ ＜良かった点＞
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➡ 全員が満足・やや満足と回答。日帰り可能・車中泊の負担軽減などの効果を実感。

■政府計画

・総合物流政策大綱（2021年度～2025年度）

（出典）総合物流政策大綱（2021年度～2025年度）を抜粋

■物流業界を取りまく環境

○労働環境改善に資する幹線輸送の更なる推進
ドライ バーの拘束時間の短縮や日帰り運行を実現する

「中継輸送」の普及・実用化に向けて、トラック事業者の
中継輸送の取組を促進する。

○新たな労働力の確保に向けた対策
女性や若者、高齢者等の多様な人材の確保・育成が図

られるよう、働き方改革を推進し、多様な 人材が活躍でき
る職場環境を整備する。
日帰り勤務を可能にする中継輸送の普及を推進する。

■物流の2024年問題

・物流の担い手であるトラックドライバーの

不足は深刻で、その労働条件や労働環

境の改善が不可欠。トラックドライバーの

年間労働時間は全産業平均に比べ2割
程度長い。

・2024年度からトラックドライバーに時間外労働の上限

（休日を除く年960時間）規制※が適用。
※ 違反すると企業に対し6カ月以下の懲役又は30万円以下の罰金

・荷待ち時間減少などの対策を行わなければ、約14.2％
（4.0億トン）の輸送能力が不足するとの試算もある※。

※（株）NX総合研究所試算

（出典）持続可能な物流の実現に向けた検討会

今後取り組むべき施策として、「中継輸送の普及」が

位置づけられている。

ホワイト物流とは、私たちの生活基盤を支える物流
業界の深刻な人手不足を受けて、トラック輸送の生
産性を向上や物流の効率化を実現し、トラック運転
者の負担を減らそうという国土交通省自動車局等が
取り組んでいる運動。

①トラック輸送の生産性の向上・物流の効率化
②女性や60代以上の運転者等も働きやすい、
より「ホワイト」な労働環境の実現 など

・ホワイト物流推進運動

（出典）全日本トラック協会(2021)「日本のトラック輸送産業現状と課題」

トラックドライバーの年間労働時間
トラックドライバーの働き方改革
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コネクトパーキング宮島

一般国道２号 コネクトパーキング宮島 整備計画（概要）

２．課題１．事業概要

・物流業界の「2024年問題」に対応するため、働き方改革に向けた取組みを速やかに実施する必要がある。
・令和4年3月の実験結果を踏まえ、本格的な中継拠点となる「コネクトパーキング宮島」を整備することで、ドライバーの労働環境
の改善を推進する。

３．整備効果

・労働時間の上限規制を遵守しながら現在と同水準の

物流を確保するための施策として、一つの行程を複数

人で分担する「中継輸送」が期待されている。（図７）

①働き方改革・2024年問題※への対応

効果１ トラックドライバーの労働環境の改善

・整備箇所

：広島県廿日市市佐方

・延長：約1.0km

みやじま

は つ か い ち さ が た

コネクトパーキング宮島
事業箇所

図１ 広域位置図 図２ 周辺位置図

※2024年問題とは、働き方改革関連法によって2024年4月1日以降
自動車運転業務の年間時間外労働時間の上限が960時間に
制限されることによって発生する問題の総称のこと 図７ 中継輸送の方式

・現在、国内で幅広い主体が利用可能な中継輸送

拠点は静岡県のコネクトエリア浜松のみ。 （図８）

・中継輸送の普及には、更なる拠点の整備が必要。

②中継輸送拠点の不足

図８ 全国の中継拠点整備状況（浜松のみ）・現在、泊つきの長距離運行は関東～九州など

のルートで多く、そのうち中継地がある場合は

約４割が広島を中継地している。（図９、１０）

③高まる中継輸送のニーズ

※同一事業所で、複数の区間運行を実施している場合もある。

泊つきの⻑距離運⾏は
中国地⽅を通過するルートが多い

資料：ヒアリング結果

図９ 現在の泊つき運行の代表的区間 図１０ 現在の中継状況・中継位置

・中継輸送の活用によって、運行時間の短縮や、

日帰りできる乗務が増加することで、労働環境

の改善や新たな人手の確保が期待される。

効果２ 中継輸送ニーズへの対応

・ニーズの高い広島県内かつ高速道路直近であ

る当該箇所に中継拠点を整備することで、九州

～関東や九州～関西の輸送で中継輸送が実施

しやすくなる。 図１１ 九州～関西の中継イメージ
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広島県に
中継輸送ニーズがある

図３ 整備イメージ
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※今後、協議等により変更となる場合がある。

面積：
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参考:道の駅西条のん太の酒蔵

ドライバーが交替する

ヘッドを交換する

貨物を積み替え

パターンＣ ： 貨物積み替え方式

パターンＢ ： トレーラー・トラクター方式

パターンＡ ： ドライバー交替方式

中継拠点で貨物を積み替える

中継拠点でトレーラーのヘッド交換をする

中継拠点でドライバーが車を乗り替えて交替する

図４ PFI方式のイメージ
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・管理運営方法は、PFI・コンセッション（公共施設等運営権）制度等
の活用も念頭に入れ、効率的・効果的な管理・運営を検討予定。
（図４、５）

図６ 施設イメージ図５ コンセッション方式のイメージ

物流事業者

コネクトパーキング
宮島

民間事業者 国土交通省

利用料金
・月会費

施設の運営・
維持管理

売上

施設の整備・
大規模修繕

コンセッション
契約

サービス対価


